
長野県CT撮影技術研究会　第12回CTセミナー�

日　 時　：　平成24年3月10日（土曜日）　 13：00より（12：00開場）	
会　 場　：　佐久大学　　〒385-0022 長野県佐久市岩村田2384(0267-68-6680)	
参加費      1,000円　　　（救急認定ポイント：　2ポイント）	

【話題提供】13：35～14：05　 	 	　　　　　　　　　　　　　 	　	

【技術講演1】14：15～15：25	

【技術講演2】15：25～16：35　　	

【特別講演】16：45～17:55　	

休憩10分	

－共　催－	

長野県放射線技師会、長野県CT撮影技術研究会	
バイエル薬品株式会社、第一三共株式会社	

セミナー終了後、情報交換会がございます。講師の先生
を囲みながら、日ごろ悩んでいることなど気軽に質問でき
る場と考えております。こちらにおきましても、奮ってご参
加いただきますようお願い申しあげます。	

【開会挨拶】13：00～13：05　　　　　　　　　　　 	 	  　　     当番世話人　土屋　太	

日興ファインズ工業株式会社　営業グループ　富山　実 	

『ＣＴレストレイナーの製品紹介』 

札幌麻生脳神経外科病院　浜口　直子 	

『頭部CTプロトコルの組み立てについて』	

大阪府立泉州救命救急センター 　藤村　一郎	

『救急医療における頭部CT撮影技術』	

休憩10分	

『脳神経外科領域の頭部ＣＴ』	

【閉会挨拶】17:55～18：00     　　　　　　 	　　　　　　　　      次回当番世話人　寺澤和晶　	

【話題提供】13：05～13：35　 	 	　　　　　　　　　　　　　  	　　　	

『造影CTにおけるヨード造影剤の血管外漏出』 　　　バイエル薬品株式会社　　加藤隆之 	

群馬大学医学部　脳神経外科助教　登坂　雅彦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

    CT検査における頭部領域はCTにおける原点でもある。頭部CT検査は検査が簡便かつ診断に有益な画像情
報が提供できるため、急性期脳卒中が疑われる緊急時にはfirst choiceされ 、多くの施設で汎用されている。そし
て、様々な要因から頭部CT検査は長い間、コンベンショナルでの検査が主流であった。しかし、近年の装置の発
展とハードやソフト面における技術の躍進によって、頭部CT検査は大きな飛躍を遂げ、画像診断に大きく寄与して
いる。その中でもヘリカルスキャンがもたらした臨床への恩恵は大きく、今回はその部分を大きく取り上げ、多くの
データをもとに頭部CT検査の新技術に研鑽されているエキスパートをお迎えしました。特別講演では下垂体腺腫
に関する研究で大変ご高名な群馬大学医学部脳神経外科助教登坂雅彦先生をお迎えいたします。ご多忙中とは
存じますが、万障お繰りあわせの上、ご出席下さいますよう、ご案内申し上げます。	

テーマ『現代の頭部CT検査 –Volume dateがもたらす今後の可能性と基礎-』�

座長：波田総合病院　清沢裕章	

座長：佐久総合病院　竹内裕都	

座長：篠ノ井総合病院　井出真吾	

座長：安曇総合病院　松田繁宏	

座長：小諸厚生総合病院　森泉　力	


